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序論

イスラームは、内面的なものである「信念」と共に、外面的なものである「行為」にも重
要性を置く宗教です。ムスリムであることは、ただ単に儀礼的な崇拝行為を行なうことでも、
自らの行為を伴わない形で心の中に特定の信仰を留めておくだけでもありません。一部
では、イスラームが内的信仰よりも行為そのものに重きを置くと誤解されていますが、実際には
内的信仰が第一であり、それはイスラームの根本である「五柱」における最重要項目にあ
たるものなのです。イスラーム的観点としては、内的信仰と外的行為は共にイスラームにおけ
る「信仰」として構成されるものであるとします。
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イスラームでは、救済は神の寛容さによるものであるとされ、その救済と寛容が与えられるのは
、内的な信念に加え、善行を行う者たちであると説きます。したがって、キリスト教と
イスラームとの違いは、一方が内的信仰を重要視し、もう一方がそれを軽視するということでは
ありません。事実、キリスト教とイスラームは共に内的信仰が救済を得るために最も不可欠
な要素であるとしています。相違点として、イスラームでは信仰が最も重要な要素である
だけでなく、救済を得るには内的信仰が善行によって伴われなければならないとしてい
るところです。この論考では、まずイスラーム的観点を検証し、次にキリスト教の教義である「信
仰義認（信仰のみを重要視するスタンス）」に対する批評的観察を行ないます。

信仰の構成要素
イスラームでは、行いは信仰から分かれる枝の一つであると説かれます。信仰（イーマーン）
は内的な信念であるとは定義されず、内的信念と行い（アマル）との集約であるとされま
す。つまり、信仰と行いは実体を同じくするものであり、お互いを構成し合う要素である
のです。それゆえ「信仰vs.
行い」の議論は、後者が前者を構成する一部であるため、イスラームにおいては意義を持ちません
。以下のように、ムスリムは信仰（イーマーン）が三つの要素によって構成されていると信
じます：

（１）信念（イァティカード）

（２）舌による証言（カウル）

（３）行い（アマル）

信念
これら三つの信仰要素のうち、信念は最も重要なものと見なされます。それゆえ、この視
点からも、イスラームが外的な行いを内的信仰よりも重要視するという主張は間違ったものです
。正しい内的信仰を伴わない行いを神が認めることはありません。神はこのように述べ



ています：

“??????????????????????????????????????????????????????????”??????39?65?

正しい信念があってこそ、行いは受け入れられます。それゆえ、全能なる神がクルアー
ンにおいて行いについて言及するとき、そこでは「信仰」という言葉が先に言及され、
行いよりも信仰が重要視されるイスラーム的観点が示されるのです：

“?????????????????????????????????????”??????2?82?

“?????????????????????????????????????????????”??????5?9?

“????????????????????????????????????????????????????????????????”??????7?42?

“??????????????????????????????????????????????????????????????????”??????10?9?

“?????????????????????????????????????”??????19?96?

“????????????????????????????????????????????????????”??????29?7?

“????????????????????????????”??????42?26?

この概念を説明するにあたり、ムスリム学者たちは信仰を木に喩えました。信念は、表面
から隠され、目には見えないために根と見なされます。根は木を支える基盤であり、それなく
しては木が木であることが出来ません。そして行いは、木の幹や枝のように、表面上見て
取ることの出来るものです。「信仰vs.
行い」といった議論が妥当でないのはこのためです。一本の木を他の木と比較することは出
来ますが、木（信仰）と枝（行い）を比較することは出来ません。信念と四肢による行
いとを比較すると、前者が根幹であることが分かり、後者がその枝であることが分かるので
す。根幹は常に枝よりも重要なのです。枝が落ちても木は立ち続け、新しい枝がやがて生
えてきますが、根元から切ってしまうと木全体が枯れ落ちてしまいます。



信念は信仰の木における根幹であり、それなしには死んでしまいます。善行はその木の幹
と枝です。枝のない根だけの状態であれば、それは本質的に木でなくなってしまいます。
枝が多ければ多いほど、それは完全な木として立派なものになるでしょう。それゆえ
、信仰の根幹は信念であるといえますが、それは善行なしには非完全なのです。幹と枝が
なければ、それは木とは言えませんし、根幹部分がなければ、木は立つことも出来ませ
ん。

それゆえ、イスラーム的立場として、次のような主張がなされます：信仰（イーマーン）は根幹的
なものであり、イスラームにおいて最も重要な柱です。信仰は信念と行為が共に含まれま
す。前者は後者に比べより重要なものであり、それなくしては信仰が成立しません。

信念の重要性は、その欠如によるうわべの善行が否定されることによって明白にされ
ます。たとえば、神のご満悦を求めてお金を喜捨することは善行の伴なった良い信念から
来るものであり、それに対し神の報償があるでしょう。しかし自分の親切さを誇張し、人々の評判を
目当てにお金を寄付したのであれば、それは悪質な意図と腐敗した信念が伴なったうわべの善
行であり、それゆえ神のご満悦は全く得られません。預言者ムハンマド（神の慈悲と祝福
あれ）はこのように言っています：

“????????????????????????”????????????????????

これが意味するのは、行為または発言は、信念に根付いたものでない限り、何の役にも立
たないということです。
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